
新型コロナの感染予防のため、出勤せず自宅で仕事をする

在宅勤務の人が増えています。一日中家庭で仕事をする喫煙

者が増えると、どのような影響がでるのか、国立がん研究セン

ターが調査を行ったそうです。タバコを吸う人と吸わない人、そ

れぞれ１０００人計２０００人にアンケートしたところ、左図のよう

な結果となったようです。 

 

通常なら職場の喫煙場所などで喫煙していた人たちは在

宅勤務により自宅で吸うことになります。すると家族や同居人

が、その煙を吸わされる機会が増えるので、「受動喫煙が増え

た」と答えた人が３３．７％もいたそうです。さらに喫煙者の１

８％の人が「コロナ禍で吸う量が増えた」と答えていますので、

家庭での受動喫煙の状況は悪化していると思われます。 

 

喫煙者にしてみれば、換気扇の下やベランダで吸えば、もしく

は空気清浄機を設置すれば家族に迷惑がかからないと思ってしま

いがちですが、それぐらいでは白い煙は見えなくなっても有害成分

を防ぐことはできません。 

 

それに、実は喫煙者が吸い込む煙（主流煙）より、周りの人が吸

い込む煙（副流煙・呼出煙）の方が有害成分の濃度が高く、健康に

重大な影響を及ぼします。だから受動喫煙を受け続けると左図に

あるような病気になるリスクが高くなると

報告されていて、そのために亡くなる方

が年間約１万５０００人もいると言われて

います。 

 

新型コロナの感染予防のために受動

喫煙被害が増えるのは好ましくありませ

ん。コロナ重症化リスクを減らすためにも

禁煙する人が増えて欲しいものです。 
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